月惑星研究会関西支部通信　　No.4４  ２００５年４月３日（例会第４５回）

春のいい季節の例会となりました。あいにくの雨模様で、午前中に計画されていたお花見は桜のほうも開花が遅れて中止になりました。新年度のスタートの時期と重なり、いつもよりも少ない参加者での例会となりました。

出席者　福井・柚木・伊賀・瀧本・安達・林・畑中・永長　以上８名

近況報告

安達：　やっと観測をスタートさせ、木星を８枚取りました。調べてみると１年間に２０枚しか観測できておらず、最悪のシーズンでした。仕事が忙しかったことが原因ですが、４月より異動して、勤務状態が楽になりましたから、これからがんばって観測していきます。BAAのマッキム氏からBAAのメモアーを送っていただけることになり、1900年以降の火星観測の歴史の分かる書籍が届くことになっており、期待しています。

福井：　週末に観測したいが天候がよくなく、思ったほどできていません。ステライメージのV5をアップデートができて動画の処理ができるようになりました。レジスタックスのほうがやや上手のようです。

柚木：　火星に向けて、Iバンドでとろうと思っています。ST5でやりたいと思っていますが、Iにたいして感度が低いので新しいものに代えてやってみたいと思っています。ATKにつけてやろうかとも考えています。フィルターの加工をする工場があり、そこに１枚２０００円くらいで切ってくれるので頼んでみました。観測所は途中ですがこれからがんばって仕上げていくつもりです。はやく２６ｃｍを使いたいと思っていますが、ミラーがよくないので何とかしなければならない状態です。

伊賀：　観測らしいことはできていません。今は、天文ガイドのカラーページを書いています。今６月号は研究編を書かなくてはいけないが画像ベースで仕上げようと思っています。例会のとき駐車場にしていた敷地に福祉型の家を建てることにしました。次回からはここに車は停められなくなります。車でこられていたみなさんすみません。（どこか探してみます：安達）

瀧本：　７０cmのカセグレインのある藤井学園に行きました。気流が悪く、残念ながらいい像は見えませんでした。担当の先生がレジスタックスを使って火星を狙いたいというので、高校生に火星の講演を行いました。藤井学園中心に活動をされるようです。デニング・藤川彗星を検出したいので、冷却CCDでの協力を求められました。１８等級くらいの明るさが予想されていますが狙ってみたいと思っています。最近魚眼レンズを買って楽しんでいます。

林：　毎回例会に来るようになりましたが観測はあまりできていません。気流が悪く、ため息をついています。海外の方のものをみてC8でなんでこんなに・・・と、思っています。最近は花粉にいじめられて困っています。ニコンの双眼鏡が壊れたが直してもらって使えるようになりました、。

畑中：　光軸合わせについては、肉眼で見て確認することも大切だということに、改めて気づきました。光学的ではなく機械的なものも確認することが大切だと思いました。像のブレが出ていましたが、光軸を合わすと直ってきました。今までブレだと思っていたが違っていたかもしれません。２月には地元の講演会のお世話をして大変でした。田阪さんの依頼で彗星を撮ったが、トラブルが起こって困っています。

永長：　観測のデータを処理する時間がとれず困っていますが、何年か続きそうです。観測時間は１時半ごろまでがんばっています。最近は気流が悪く参っています。海外のすばらしい画像を見ては悔しがっています。こういった地域の観測者と連絡を取り合い、解析をしていくといいなあと思っています。仙台天文台に行ってきました。小石川さんと会ってきて話を伺い、苦労しておられる話を伺いました。今は、木星の解析をやるようにがんばっています。天候が悪いのでそういった時間を研究に当てています。（研究会なんですからうれしいです。解析屋さんの増えることを期待しています：安達）口径の大きな望遠鏡に関心があります。ロート製薬の「アイストレッチ」という目薬（瀧本さんが休憩時間に買いにいかはりました！）が非常によく効き、暗闇でも老眼に効くとのことです。

海外の画像から

　PujicさんとGoさんの画像を見ながら話し合いました。Ｃ８の画像は分解能の理論値を

うわまわっているように思われます。気流のすごさにみんな舌を巻きました。どうして

こんなにも日本は気流が悪いんでしょう。

木星の近況１（永長）

　永長さんが最近解析されたことを発表していただきました。

テーマ「

　　伊賀さんのソフトを使っての解析をしました。３００ピクセルでやったので精度が低

　く、本当は４５０ピクセルでやったほうがよかった。

　　大赤斑前方の白斑（リング暗斑）についての解析を行いました。全部で９６画像

　を整理した。この白斑動は２月の下旬ごろまで活発でした。３月４日に報告したが

　やり直して解析を行いました。（組写真を映し出して説明）同じ経度に居座った

　白斑が見られます（赤の三角印）。１月上旬から同じところにいました。この白斑の北

　側を通過する白斑の動きを追いかけています。

６０度から６２度の白斑の下を通過した後GRSに巻き込まれ。回るところはなか

なか捉えられていない。前端からBayの真下（底）までは３日かかっている（過去の記

録から）。前端に到達するとしばらくそこのとどまり、その後下に巻き込まれていく

ことが分かりました。

　　測定データからグラフを書きました。データから取り出したいものを指定するとグ

 ラフに描いてくれる。細かな部分は指定しないといけないが、きれいにできた。

 Photo shopを使って色を付けて仕上げた。これを使ってみると、何日くらいGRSの

 前方でとどまっていたかはグラフを見ると微妙な動きが分かるようになりました。

大きさによってとどまり方には違いがあるかもしれません。大きさ別に調べるとお

もしろいかもしれません。ただ、数が少ないからこれから数を増やしていかねばならないでしょう。６日から８日停滞していることが分かってきました。２００３年の４月にも同じようなレポートがロジャース氏から出ており、伊賀さんがまとめたものでその様子が見られます。リング暗斑はGRS Bayの半分以上進んだところで分からなくなることが多い（消滅？）。１９６６年にリースの撮った写真からの解析画像にもその様子が記録されています（惑星ガイドブックから）。

カッシーニの動画やボイジャーの画像でもこれらの様子を確認しました。今回のスポッ

トの様子が非常によく再現されています。これらの画像と、今回の様子やこれからのものがどのように変化するかを追跡するとおもしろい研究ができそうです。

＜検討の話し合いから＞

· 同じ経度にとどまっているリング白斑は時々出ていたことが、過去のグラフ（伊賀さん

· の作ったグラフ）から読み取れ、過去の例からみて今シーズンの終わりごろまで、このままゆっくりとGRSに近づいていくのじゃないかと考えられます。昨年の年末に４０度に発生して１０日間で２０度後退してそのままその場所で停滞するようになったことがグラフから読み取れました。

木星の近況２（伊賀）

展開図を使って

· 停滞したリング白斑はどこから来たか

SEBsが盛り上がって緯度が南に移り、単独になったようにも見えるが、はっきりしない。

· NEBの活動

· 幅が広くなってバージができた。本来はＮＥＢｎに位置している。ＮＴｒＺに広がった部分にノッチができている。

　リフトはノッチやバージを乗り越えている様子が何度か観測された。バージはリフトの通過時につぶされていく様子がよく見られた。リフトはＮＥＢの中央にできた白斑が引き伸ばされたものだ。１００度くらいにできたものはそれ以外ものと違って幅も広く大規模なものが出ており、影響を大きく与えているようだ。１９９７年から見えているノッチ（Ｈｏｍｅ－Ｚが７０度か６０度くらいのノッチ）は今年もはっきりしている。

· ＳＴＢ

· 斜めになっていて、ＳＳＴＢに向かって伸びてきている。小さな暗斑の連鎖状になった部分が伸びていっているように見える。緯度が南から北にシフトしている。ＢＡの前のＳＴｒＺに暗斑が２月４日にできているのがわかった（２＝０度）。２月２０日にＢＡの真下に見えていた。Ｇｏさんの２月２２日の画像に出ている。２月１５日のＰｕｊｉｃさんの画像にはできかけの様子が記録されている。ＳＴｒＺの中にできた淡いベルトの中に白斑などの気流の絡み合いから単独にできたもののようです。

　

· 波長別の画像の解析について

メタンバンド・ＵＶの画像から，何が分かるか。メタンではＥＺｓまでが暗い部分

· として写る。ＮＴＢはメタンでは暗く写っているから勢力は依然として残っていることが分かります。１９９９年以来、メタンの画像は大きなベルトには変化は見られていません。可視光よりも高い部分の大気の様子を見ていることになると思われます。

土星の様子（柚木）

· 南極の赤みについては、池村さんが指摘され注目されました。ステライメージを使って測定し、報告しました。１月１７日と２月３日の様子を比較しました。赤外線画像では極のほうが温度が高いという報道があり、熱赤外の画像をみて考えてみました。

· 熱赤外は温度の高い部分が白く写っています。ＳＥＢは可視光では暗く写っていますが、熱赤外では明るく写っており、肉眼で暗く写っている部分は温度の高い部分に相当するようです。望遠鏡には赤外カットがついているので余計に明るく写っているのではないかと考えています。

· 極付近の赤さを追跡すると、１月９日から３月７日までの画像を並べると良く判ります。また、極点も白っぽくなっていくようすがよく分かります。画像の３色分解でＲＧＢの成分を調べると、緑や青色の成分の光が強くなっていることが確認できます。シーズン中の画像のカラーバランスを変えてはいけないことを痛感しています。１９９６年のハッブルの観測でもやや赤みが感じられています。

· ＳＴｒＺに今シーズンは、微妙な白斑がよく出ており、柚木さんの画像にもよく出ている。海外のものでは、非常によく変化の捉えられたものがありました。

· ハイリゲンシャイン現象はＢ環が明るくなっていることが分かります。動画で確認しあいました。でも、確かにＢ環は明るくなっているが、Ａ環はほとんど変わらないように見えます。なぜなんでしょうか。

過去の記録を永長さんがまとめたものを使うと、２００５年の様子が良く判りました。これらの様子は天文ガイドに出ることになりますから、それを参照してください。

これらの動画を確認していきましたが、スクリーンで大きく写すとＥＺの内部の模様の自転も良く判りました。

観測機材から

＜柚木さんから＞

プリズムの回転により、大気の分散を抑えるものを柚木さんが購入され、それの説明をされました。材質は石英でできています。モニターで見ながら回転させてあわせます。ニュートンは合わせにくけれども、いったん合わせれば使えるだろうということでした。オプトマックスで注文して作ってもらった。ＢＫ７では素材は紫外線は通過しにくいので、融解石英が最も安価で適当である。２枚組み合わせ、回転させることにより無段階の設定ができるようになった。

元画像を良くするために取り組まれているが、コーティングによって光量は大きく違いがでる。しかし、コーティングによっては、特定の波長が通りにくくなるので、危険性が大きい。

火星の様子（安達）

· 火星は、明け方の低空に見えているが、日本では気流が悪くほとんど観測できていません。池村さんや永長さんからの画像で、南極冠と思われるものの写ったものが報告されています。海外からはＰｕｊｉｃさんなどからよい画像が送られてきています。

· 南極冠が見えかけているらしく、南極地方に白く明るい部分が見えています。ＭＧＳの画像を見て考えていますが、南極冠は周辺部分が中央部分に比べて白く明るくなって見えていることが分かります。地球から見ると南極地方は晴れ上がっておらず、きらきらと明るい南極冠が見えているわけではないようです。これから先になって南極冠是全体がはっきり見えてくる日を待ちたいと思います。

· 模様は全体として大きな変化は感じられませんが、ＭＧＳの画像からは、Mare Cimmmerium（キンメリウム）から北に垂れ下がるしずくのような模様（２本ある）が、やや細くなっているように見えています。これから確認していくつもりです。

· 高度が高くなってたくさんの報告が来るのを待ちたいが、今しばらく時間がかかりそうです。

その他

◎　次回例会は７月１７日（日曜日）に決まりました。都合をつけて出席くださいますようよろしくお願いいたします。

· 火星の講演会

　例会の参加者で話し合いましたが、全会一致でお願いすることに決まりました。

京都大学のほうで火星を研究している中串さんにお願いしてみます。ただ、例会の日程がすでに決まっていますから、中串さんの日程と合わなければ中止となります。事務局のほうで交渉します。内容は単波長における火星の素顔を解説していただこうと思っています。

　全会員へのサポートとして、講演会の内容を会員だけから見えるアドレスを通知して、内容を見ていただけるようにします。遠方の会員や欠席された方々にもどんな内容かが分かるようにしていきます。謝礼は交通費と謝礼の２万円を考えています。

　中串さんは、わたしたちの会の画像や西はりまのネットワークの画像などを使用して、２００３年の大接近の火星のレポートを国立天文台から出されています。わたしたちのＭＬでも紹介しています。会員の方々の画像もこの論文に引用されています。京都ということで例会の会場に近く、これからもいろいろ協力していただきたいと思っています。

· 画像解析ソフト「マカリー」

　　　国立天文台がすばるの画像解析用に開発したソフトですが、研究者にも使用してもらってよいとのことです。登録の仕方や使い方など、安達がマニュアルを持っています。Ｆｉｔｓの出力だけしか使えませんが、簡単に輝度などを数値化することができます。研究用として有用なものです。冷却ＣＣＤでこの出力ができる方はぜひともチャレンジしてほしいと思います。質問は安達までお知らせ下さい。

· 会費

　　　会費を送っていただいています。まだ送っておられない方は会計（福井さん）まで確認のうえ払い込みをお願いします。

· 個人情報

　　　保護法ができましたので、厳重な管理がいりますが、事務局としては勉強中です。会員相互の利用はいいと思いますが、外部からの問い合わせには事務局からは一切応じないことにします。問い合わせがあったら、聞かれた方に問い合わせがあったことを個人メールでお知らせし、必要があれば聞かれた方から問い合わせをされた人に直接メールなどの通信をとられるようにしていきます。もちろん、事務局には名簿がありますが、流れたりしないように厳重に管理したいと思います。みなさんのご協力をよろしくお願いいたします。

· 木星会議

　　　旭川の阿久津さんからメールが流れ、ボーナスチケットが出ることが分かりました。大変うれしいのですが、飛行機の時刻が大変です。２時ごろに飛行場に着くこと。また、帰りの飛行機は１１時ごろのようで、全日程を出るとすると金曜日に着いて月曜日に帰る必要があります。２日目を早めに切り上げるか、１日目を遅れて入るかすると１日減りますが、結構大変なようです。うまい方法は札幌まで出ると時間のいいものがあるようです。ただし、ボーナスチケットはありませんから高くつきます。

　　　みなさん、安くいける方法を考えてください。ちなみに、例会のときに参加を表明された人は伊賀・福井・安達ん３名でした。

· 伊賀さんが表彰されます

　　　名古屋である６月の東亜天文学会の総会の時、伊賀さんに東亜天文学会山本一清

　　記念学術研究奨励賞が贈られることに決まりました。おめでとうございます。

